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2027年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

2026年５月14日に公表いたしました2027年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想値（2026年４月１日

～2026年９月30日）と、本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

記 

1. 2027年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想値と実績値との差異

（2026年４月１日～2026年９月30日）

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属する 

中 間 純 利 益 

1 株当たり 

中間純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

9,400 

百万円 

240 

百万円 

200 

百万円 

140 

円 銭 

22.11 

今 回 実 績 値 （ Ｂ ） 9,357 206 160 87 13.75 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △42 △33 △39 △52 － 

増 減 率 （ ％ ） △0.5 △14.0 △19.9 △37.8 － 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（2026年３月期 第2四半期） 
10,143 378 325 199 31.58 

2. 差異の理由

当中間連結会計期間の業績につきましては、建設投資意欲は底堅いものの、人手不足等から非住宅着工床

面積が減少傾向であるため、第１四半期は売上高、利益の両面で大きく出遅れましたが、第２四半期では利

益面で前年同期を上回りました。しかしながら、売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する中

間純利益において、期初公表値を下回ることとなりました。 

下半期については、さらなる価格転嫁を図り、足元の受注高も堅調であること等から前年同期を上回る業

績を予想しているため、通期連結業績予想につきましては、前回公表した業績予想を据え置いております。

今後、予想数値を修正する必要が生じた場合には速やかにお知らせいたします。 

※本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料発表日現在における入手可能な情報に

基づいて算出しておりますが、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

以上 


